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主な内容

　大人の仲間入りをする新成人を祝福する成人式が１月９日（日）、

吉富フォーユー会館で行われました。

　式典後の立食パーティーでは、旧友や恩師の先生たちと再会し、

話がつきませんでした。

　平成17年の新成人は、男性56人・女性33人の計89人でした。

（関連記事は２ページ）

平成17年吉富町成人式平成17年吉富町成人式

旧友や恩師と楽しく再会旧友や恩師と楽しく再会
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平
成
十
七
年
吉
富
町
成
人
式
の
式

典
が
、
一
月
九
日
（
日
）
の
午
前
十

時
か
ら
吉
富
フ
ォ
ー
ユ
ー
会
館
大
ホ

ー
ル
で
、
新
成
人
六
十
六
人
が
出
席

し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
家
町
長
の
あ
い
さ
つ
を
は
じ
め

藤
家
町
議
会
議
長
、
野
依
教
育
委
員

長
、
小
・
中
学
校
当
時
の
恩
師
の
先

生
な
ど
か
ら
の
祝
辞
の
後
、
新
成
人

を
代
表
し
て
森
田
明
菜
さ
ん
（
界
木
）

が
、
中
家
町
長
か
ら
記
念
品
の
贈
呈

を
受
け
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
、
吉
富
町
国
際
交
流
員

の
マ
ー
ク
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
さ
ん

か
ら
新
成
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
述

べ
ら
れ
た
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て

松
中
仁
志
さ
ん
（
喜
連
島
上
）
が
謝

辞
を
述
べ
、
増
川
愛
未
さ
ん
（
喜
連

島
下
）
と
是
石
耕
平
さ
ん
（
和
井
田
）

の
二
人
が
、
成
人
式
を
迎
え
て
の
抱

負
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
成
人
式
を
欠
席
さ
れ
た
新
成
人
の

方
で
、
成
人
式
記
念
写
真
の
必
要
な

方
は
、
吉
富
町
教
育
委
員
会
（
　
２

２
・
１
９
４
４
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
欠
席
さ
れ
た
方
に
も
記
念

品
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
方

は
、
教
育
委
員
会
ま
で
受
け
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
。

　
二
月
は
固
定
資
産
税
第
四
期
の
納

期
で
す
。

　
町
税
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
延
滞
金

も
生
じ
て
き
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
町
税
は
口
座
振
替
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
め
に
行
く

手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も

な
く
、
た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《

お

知

ら

せ

》

二
月
は
固
定
資
産
税
の
納
期
で
す
。

祝祝祝成人おめでとう

　平成17年度吉富町臨時職員登録者を次のとおり募集します。雇用につ
いては、臨時職員を必要とするときに雇用するもので、ただちに雇用する
ものではありません。

１．職種・年齢・資格
　◆一般事務職・給食調理員
　　高校卒業以上又は平成17年３月31日までに卒業見込みの者で、昭和
35年４月２日から昭和62年４月１日までに生まれた者。

　◆保育士
　　保育士資格を有する者又は平成１７年４月１日までに取得できる見
込みの者で、昭和30年４月２日から昭和60年４月１日までに生まれ
た者。

２．登録の期間
　　平成17年４月１日から平成18年３月31日まで。

３．申込方法
　　申込用紙（役場総務課に用意しています）に必要事項を記入の上、履
歴書を添えて総務課へ提出してください。

４．申込期限　平成17年２月28日（月）まで

５．問い合わせ先　吉富町役場　総務課　　２４－１１２２

吉富町臨時職員登録者を募集します
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　町清掃業務が皆様方のご協力により、円滑に行われていますことに厚くお礼申し上げます。
　４月からごみの収集日、出し方等を一部変更することについて、先月号広報でお知らせをしました
が、その内容に一部変更箇所が生じましたのでお知らせします。

記
１．先月号でお知らせした内容の変更箇所
　●古紙の収集場所

２．ごみ収集の主な曜日は下記のとおりです。
　　１月でお知らせした内容と変更はありません。�                               
　　なお、ビン・ガラス等の収集日が第４週の水曜日、カン類の収集日は第１週の水曜日が基準となり
　ますので、よろしくお願いします。�

  （収集日は、祝祭日等により異なる場合があります。詳しくは、３月中に配布予定のごみのカレンダー
　でご確認ください。）

4月からごみ収集日の一部が変わります。
詳しくは、後日（３月末頃）配布予定の、各ご家庭に配布予定の
“私たちのくらしとごみ”のカレンダーをご覧下さい。（ ）

各地区で指定された粗大ごみ置き場

変更前

各ごみステーション

変更後

→

Ａ　　地　　区 Ｂ　　地　　区

幸子上・幸子古・幸子団地・今吉上・今吉下・
和井田・広津上・広津下・昭和・小犬丸上・
小犬丸下

別府・楡生・鈴熊・土屋・直江・界木・
喜連島上・喜連島下・高浜・皇后石・
延命

月、木曜日 火、金曜日

第４週の水曜日 第４週の水曜日

第１・３週の金曜日（４月は、第２・４週）第１・３週の木曜日

第１週の水曜日 第１週の水曜日

第２週の水曜日 第２週の水曜日

６月と12月の第２週の水曜日 ６月と12月の第２週の水曜日

偶数月の第３週の水曜日 偶数月の第３週の水曜日

奇数月の第３週の水曜日 奇数月の第３週の水曜日

６，９，12，３月の第２週の金曜日 ６，９，１２，３月の第２週の木曜日

地区名

可 燃 ご み

ビン・ガラス等

ペットボトル

カ ン 類

古 紙

乾 電 池

可 燃

不 燃

混 合

種類

粗
大
ご
み

※一般家庭ごみは、自分が住んでいる各地区で決められたごみステーションにのみ出しましょう。
※自分の住んでいない他の地区へのごみ出しは絶対にやめましょう。（他の地区の方が、ごみの掃
　除・管理等で大変迷惑しています。）　

　犬や猫のことで飼い主の方などのマナーが悪く困ってい
ますという苦情が多数寄せられています。 (特に、犬の放し
飼い、フンの後始末、猫が、花や植木を荒らす。野良犬、野良
猫へのえさやり。) 
　そして、町から厳しく指導、対応して欲しいとの要望も多
く寄せられています。
　しかしながら、町としては、犬の放し飼いへの注意・指導
は出来ても、それ以外の苦情への対応は難しいのが実情です。
　飼い主の方々の一層のマナー向上をお願いします。�

犬や猫を飼っていたり世話をしているみなさんへ！
フ
ン
の
後
始
末
は

忘
れ
ず
に
。

犬
の
放
し
飼
い
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

住民課

野良犬や野良猫への
えさやりは絶対やめよう!
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第
四
回
定
例
会
は
、
12
月
９
日
か

ら
22
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
、
吉
富
町
附
属
機
関
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
等
31
議
案
の
提
出
が
あ
り

審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
※
吉
富
町
附
属
機
関
に
関
す
る
条

　
　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
現
下
の
厳
し
い
、
国
、
地
方
財
政

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
町
財
政

の
諸
問
題
、
課
題
に
つ
い
て
検
討
を

行
う
た
め
、
吉
富
町
財
政
検
討
委
員

会
を
設
置
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

　
※
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及

　
　
び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
　
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
公
務
員
法
の
31
用
条
項
の
一

部
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

《
一
般
会
計
（
第
４
号
）
》

　
歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ
七
千
六

百
六
十
七
万
六
千
円
が
増
額
さ
れ
、

予
算
総
額
は
、
二
十
九
億
一
千
六
十

五
万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

《
一
般
会
計
（
第
５
号
）
》

　
歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ
七
十
万

円
が
増
額
さ
れ
、
予
算
総
額
は
、
二

十
九
億
一
千
百
三
十
五
万
七
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

《
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
》

　
歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ
四
千
二

百
七
十
万
二
千
円
が
増
額
さ
れ
、
予

算
総
額
は
、
七
億
五
千
八
百
四
十
四

万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

《
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
》

　
歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
千
七

百
七
十
四
万
三
千
円
が
増
額
さ
れ
、

予
算
総
額
は
、
四
億
一
千
四
百
七
十

五
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

《
水
道
事
業
会
計
》

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
、
百
八

十
七
万
五
千
円
が
増
額
さ
れ
、
予
算

総
額
は
、
一
億
五
千
四
百
十
六
万
二

千
円
と
な
り
ま
し
た
。
　
（
可
決
）

　
公
共
下
水
道
事
業
小
犬
丸
地
区
一

号
汚
水
幹
線
管
渠
（
第
３
工
区
）
築

造
工
事
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

　
工
事
箇
所
　
大
字
小
犬
丸
ほ
か

　
工
事
概
要
　
管
布
設
工
（
開
削
及

　
　
　
　
　
　
び
沈
埋
工
法
）

　
請
負
契
約
額
　
一
億
二
千
八
百
十

　
　
　
　
　
　
　
万
円

　
工
期
　
　
　
　
平
成
17
年
３
月
29

　
　
　
　
　
　
　
日
ま
で

　
工
事
請
負
人
　
㈱
奥
村
組
九
州
支

　
　
　
　
　
　
　
店

※
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
福

　
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
規
約
の

　
一
部
を
改
正
す
る
規
約
・
福
間
町

　
及
び
津
屋
崎
町
の
合
併
）

※
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
福

　
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
規
約
の

　
一
部
を
改
正
す
る
規
約
・
久
留
米

　
市
、
田
主
丸
町
、
北
野
町
、
城
島

　
町
及
び
三
潴
町
の
合
併
）

※
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
福

　
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
規
約
の

　
一
部
を
改
正
す
る
規
約
・
吉
井
町

　
及
び
浮
羽
町
の
合
併
）

※
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
福

　
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
規
約
の

　
一
部
を
改
正
す
る
規
約
・
柳
川
市
、

　
大
和
町
及
び
三
橋
町
の
合
併
）

※
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
福

　
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
規
約
の

　
一
部
を
改
正
す
る
規
約
・
三
輪
町

　
及
び
夜
須
町
の
合
併
）

　
以
上
５
件
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
に
加
入

し
て
お
り
ま
す
市
町
村
で
、
平
成
17

年
１
月
か
ら
３
月
の
間
に
合
併
さ
れ

る
関
係
市
町
村
の
廃
置
分
合
に
伴
う

連
合
議
会
議
員
定
数
等
、
指
定
議
決

さ
れ
て
お
り
ま
す
も
の
に
つ
い
て
、

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
規
約
の

一
部
改
正
を
専
決
処
分
し
た
の
で
報

告
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

※
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
を
組

　
織
す
る
市
町
村
数
の
増
減
及
び
福

　
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
規
約
の

　
変
更
に
つ
い
て
（
宗
像
市
及
び
大

　
島
村
の
合
併
並
び
に
小
石
原
村
及

　
び
宝
珠
山
村
の
合
併
）

　
指
定
議
決
に
定
め
る
連
合
議
会
の

議
員
の
定
数
及
び
組
織
す
る
市
町
村

の
一
覧
の
改
正
の
他
副
連
合
長
の
定

数
に
つ
い
て
改
正
す
る
の
で
法
の
規

定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
（
可
決
）

※
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

　
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数

　
の
増
減
及
び
福
岡
県
市
町
村
職
員

　
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

　
い
て
（
福
間
町
及
び
津
屋
崎
町
の

　
合
併
）

※
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

　
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数

　
の
減
少
及
び
福
岡
県
市
町
村
職
員

　
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

　
い
て
（
久
留
米
市
、
田
主
丸
町
、

　
北
野
町
、
城
島
町
及
び
三
潴
町
の

　
合
併
）

※
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

　
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数

　
の
増
減
及
び
福
岡
県
市
町
村
職
員

　
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

　
い
て
（
吉
井
町
及
び
浮
羽
町
の
合

　
併
）

※
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

　
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数

　
の
増
減
及
び
福
岡
県
市
町
村
職
員

　
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

　
い
て
（
柳
川
市
、
大
和
町
及
び
三

　
橋
町
の
合
併
）

※
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

　
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数

　
の
増
減
及
び
福
岡
県
市
町
村
職
員

　
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

　
い
て
（
三
輪
町
及
び
夜
須
町
の
合

　
併
）

※
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

　
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数

　
の
増
減
及
び
福
岡
県
市
町
村
職
員

　
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

　
い
て
（
宗
像
市
及
び
大
島
村
の
合

12
月
定
例
議
会
報
告

一
部
を
改
正
し
た
条
例

工
事
請
負
契
約
の
締
結

報
　
告
　
事
　
項

協
　
議
　
案
　
件

平
成
十
六
年
度
の
補
正
予
算

12
月
定
例
議
会
報
告

12
月
定
例
議
会
報
告
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併
並
び
に
小
石
原
村
及
び
宝
珠
山

　
村
の
合
併
）

　
市
町
村
合
併
の
た
め
の
廃
置
分
合

に
よ
る
福
岡
県
市
町
村
退
職
手
当
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の

増
減
に
伴
う
福
岡
県
市
町
村
職
員
退

職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
（
６
議
案
い
ず
れ
も
可
決
）

※
福
岡
県
自
治
会
館
管
理
組
合
を
組

　
織
す
る
町
村
数
の
減
少
に
つ
い
て

　
（
福
間
町
及
び
津
屋
崎
町
の
合
併
）

※
福
岡
県
自
治
会
館
管
理
組
合
を
組

　
織
す
る
町
村
数
の
減
少
に
つ
い
て

　
（
久
留
米
市
、
田
主
丸
町
、
北
野

　
町
、
城
島
町
及
び
三
瀦
町
の
合
併
）

※
福
岡
県
自
治
会
館
管
理
組
合
を
組

　
織
す
る
町
村
数
の
減
少
及
び
福
岡

　
県
自
治
会
館
管
理
組
合
規
約
の
変

　
更
に
つ
い
て
（
吉
井
町
及
び
浮
羽

　
町
の
合
併
）

※
福
岡
県
自
治
会
館
管
理
組
合
を
組

　
織
す
る
町
村
数
の
減
少
に
つ
い
て

　
（
柳
川
市
、
大
和
町
及
び
三
橋
町

　
の
合
併
）

※
福
岡
県
自
治
会
館
管
理
組
合
を
組

　
織
す
る
町
村
数
の
増
減
に
つ
い
て

　
（
三
輪
町
及
び
夜
須
町
の
合
併
）

※
福
岡
県
自
治
会
館
管
理
組
合
を
組

　
織
す
る
町
村
数
の
増
減
及
び
福
岡

　
県
自
治
会
館
管
理
組
合
規
約
の
変

　
更
に
つ
い
て
（
宗
像
市
及
び
大
島

　
村
の
合
併
並
び
に
小
石
原
村
及
び

　
宝
珠
山
村
の
合
併
）

　
市
町
村
合
併
の
た
め
の
廃
置
分
合

に
よ
る
福
岡
県
自
治
会
館
管
理
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
増

減
に
伴
う
福
岡
県
自
治
会
館
管
理
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、
法
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
（
６
議
案
い
ず
れ
も
可
決
）

※
福
岡
県
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務

　
災
害
補
償
組
合
を
組
織
す
る
地
方

　
公
共
団
体
数
の
増
減
及
び
福
岡
県

　
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

　
償
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
（
福

　
間
町
及
び
津
屋
崎
町
の
合
併
）

※
福
岡
県
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務

　
災
害
補
償
組
合
を
組
織
す
る
地
方

　
公
共
団
体
数
の
減
少
に
つ
い
て
（
久

　
留
米
市
、
田
主
丸
町
、
北
野
町
、

　
城
島
町
及
び
三
瀦
町
の
合
併
）

※
福
岡
県
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務

　
災
害
補
償
組
合
を
組
織
す
る
地
方

　
公
共
団
体
数
の
増
減
及
び
福
岡
県

　
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

　
償
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
（
吉

　
井
町
及
び
浮
羽
町
の
合
併
）

※
福
岡
県
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務

　
災
害
報
償
組
合
を
組
織
す
る
地
方

　
公
共
団
体
数
の
減
少
に
つ
い
て
（
柳

　
川
市
、
大
和
町
及
び
三
橋
町
の
合

　
併
）

※
福
岡
県
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務

　
災
害
補
償
組
合
を
組
織
す
る
地
方

　
公
共
団
体
数
の
増
減
に
つ
い
て
（
三

　
輪
町
及
び
夜
須
町
の
合
併
）

※
福
岡
県
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務

　
災
害
補
償
組
合
を
組
織
す
る
地
方

　
公
共
団
体
数
の
増
減
及
び
福
岡
県

　
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

　
償
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
（
宗

　
像
市
及
び
大
島
村
の
合
併
並
び
に

　
小
石
原
村
及
び
宝
珠
山
村
の
合
併
）

　
市
町
村
合
併
の
た
め
の
廃
置
分
合

に
よ
る
福
岡
県
市
町
村
消
防
団
員
等

公
務
災
害
補
償
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
数
の
減
少
、
地
方
公
共

団
体
数
の
増
減
に
伴
う
福
岡
県
市
町

村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、
法
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
（
６
議
案
い
ず
れ
も
可
決
）

☆
教
育
基
本
法
見
直
し
で
国
民
的
議

　
論
の
展
開
と
慎
重
な
対
応
を
求
め

　
る
請
願
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

☆
教
育
基
本
法
見
直
し
で
国
民
的
議

　
論
の
展
開
と
慎
重
な
対
応
を
求
め

　
る
意
見
書

可
決
し
、
関
係
省
庁
に
送
付
し
ま
し

た
。

◆
水
害
対
策
に
つ
い
て

　
黒
川
水
路
（
小
犬
丸
、
広
津
地
域

の
水
害
防
止
等
、
吉
富
排
水
機
場
設

置
の
ポ
ン
プ
機
能
及
び
能
力
状
況
）

の
今
後
の
水
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

◆
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
健
康
増
進

　
対
策
に
つ
い
て

　
効
果
が
大
き
い
介
護
予
防
事
業
の

一
方
策
と
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム

開
設
等
に
つ
い
て

◆
今
後
の
吉
富
町
の
税
収
及
び
雇
用

　
対
策
に
つ
い
て

①
分
譲
住
宅
定
住
促
進
条
例
に
つ
い

　
て
②
経
済
効
果
の
大
き
い
優
良
企
業
の

　
誘
致
に
つ
い
て

◆
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

①
汚
水
幹
線
管
渠
及
び
面
整
備
管
渠

　
築
造
工
事
等
の
普
及
促
進
対
策
並

　
び
に
繰
越
し
防
止
対
策
に
つ
い
て

②
吉
富
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
及
び
汚

　
水
中
継
ポ
ン
プ
場
の
コ
ス
ト
縮
減

　
対
策
に
つ
い
て
（
今
後
の
計
画
も

　
含
め
て
）

③
受
益
者
負
担
金
の
徴
収
状
況
並
び

　
に
現
状
の
水
洗
化
率
に
つ
い
て

◆
幼
稚
園
と
保
育
園
の
施
設
共
用
化

　
に
つ
い
て

　
行
政
の
ス
リ
ム
化
と
子
育
て
に
対

す
る
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
、
多

様
化
、
少
子
化
と
核
家
族
化
、
共
働

き
家
庭
の
増
加
、
子
育
て
に
つ
い
て

の
経
験
や
知
恵
の
伝
承
の
困
難
さ
増

え
る
少
年
犯
罪
を
見
る
と
き
家
庭
教

育
や
幼
児
教
育
の
重
要
性
が
改
め
て

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
両
方
を
充
た

す
た
め
幼
保
一
元
化
と
公
設
民
営
化

を
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
、
町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

◆
町
内
循
環
福
祉
バ
ス
の
改
善
に
つ

　
い
て
（
運
行
回
数
等
を
含
む
）

◆
環
境
を
よ
く
し
、
治
安
を
守
る
た

　
め
に
不
在
地
主
の
土
地
の
雑
草
対

　
策
と
し
て
草
刈
り
条
例
を
制
定
す

　
る
こ
と
に
つ
い
て

◆
税
金
の
納
期
前
納
付
報
奨
金
の
今

　
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

◆
災
害
対
策
に
つ
い
て

①
佐
井
川
の
整
備
に
つ
い
て

②
水
、
食
料
、
毛
布
等
の
備
蓄
に
つ

　
い
て

③
支
援
制
度
の
周
知
と
本
町
の
災
害

　
復
旧
特
別
資
金
貸
付
事
業
の
活
用

　
の
拡
充
に
つ
い
て

　
次
の
定
例
会
の
開
催
は
、
三
月
に

な
り
ま
す
。
請
願
、
陳
情
が
あ
れ
ば
、

二
月
末
日
ま
で
に
議
会
事
務
局
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
事
務
局

《

請

　

　

願

》

《

一

般

質

問

》

次
　
回
　
予
　
告

《

意

見

書

》
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年
度
末
も
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
し

た
が
今
回
、
新
た
に
下
水
道
の
管
渠

工
事
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
地
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
工
事
は
、
喜
連
島
地
区
の
一

部
の
区
域
に
汚
水
の
面
整
備
管
渠
を

布
設
す
る
工
事
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
町
道
の
喜
連
島
海

岸
線
に
下
水
道
管
を
埋
設
し
、
接
し

た
家
屋
の
汚
水
を
取
り
込
め
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
す
。

　
比
較
的
、
浅
い
位
置
に
埋
設
で
き

る
た
め
開
削
工
法
で
施
工
し
ま
す
。

　
次
に
交
通
規
制
に
つ
い
て
で
す
が

作
業
時
間
（
午
前
八
時
半
～
午
後
五

時
ま
で
）
中
は
、
片
側
交
互
通
行
と

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
時
間
帯

は
、
通
常
の
通
行
が
可
能
で
す
。

　
下
水
道
の
工
事
に
際
し
ま
し
て
は

現
場
付
近
を
通
行
さ
れ
る
方
々
や
特

に
工
事
区
間
内
に
家
屋
や
事
業
所
等

を
構
え
て
お
ら
れ
る
方
々
に
は
、
多

大
な
ご
不
便
や
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
下
水
道
は
快
適
な
生
活
を

享
受
し
、
さ
ら
に
は
自
然
環
境
を
守

る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施

設
で
す
の
で
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
会
期
を
十
一
月
十
一
日
の
一
日
間

と
し
、
左
記
の
と
お
り
町
長
か
ら
、

築
上
東
部
三
町
村
合
併
協
議
会
の
廃

止
に
つ
い
て
の
一
議
案
の
提
出
が
あ

り
ま
し
た
。

　
平
成
15
年
６
月
25
日
築
上
東
部
三

町
村
合
併
協
議
会
設
置
議
案
の
三
町

村
の
議
会
議
決
完
了
後
、
平
成
15
年

６
月
27
日
に
協
議
会
を
設
置
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
22
回
の
協
議
会
を
開
催

し
協
議
を
重
ね
調
整
を
図
っ
た
が
、

構
成
町
村
の
合
併
に
対
す
る
基
本
的

な
考
え
方
の
相
違
は
埋
め
る
こ
と
が

で
き
ず
、
協
議
続
行
が
不
可
能
と
な

っ
た
た
め
、
築
上
東
部
三
町
村
合
併

協
議
会
を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て

法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
事
務
局

ま
た
下
水
道
の
管
渠
工
事
が

始
ま
り
ま
す
！

第
二
回
臨
時
町
議
会
報
告

さ
わ
や
か
な
く
ら
し
を
あ
な
た
に

下
水
道
だ
よ
り

下
水
道
だ
よ
り

　
二
月
は
平
成
十
六
年
度
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の

第
三
期
分
の
納
期
で
す
。
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
す
で
に
全
期
又
は
年
度
で
一
括
納
付
さ
れ
ま
し
た

方
及
び
ま
だ
負
担
金
賦
課
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
納
入
の
必
要
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

二
月
は
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
の
納
期
で
す
！
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　老齢基礎年金や老齢厚生年金は、受給年齢に達したら自動的に支給されるわけではありません。本人が社
会保険事務所または市町村で「裁定請求の手続き」をすることが必要です。最後に加入していたのが厚生年
金保険で老齢厚生年金を請求する場合は、最後に勤めていた会社を管轄している社会保険事務所が受付窓口
になります。また、国民年金のみに加入していた人が、老齢基礎年金を請求する場合は、市町村の国民年金
窓口となります。手続きの際には、裁定請求書のほか、年金手帳、戸籍謄本などの書類が必要です。

　老後に受ける「老齢基礎年金」は20歳から60歳になるまでの40年間保険料を納めて、65歳になったときか
ら満額を受けとるのが原則です。
　「保険料を納めた期間」は「受給資格期間」と呼ばれ、実際に国民年金の保険料を納めた期間以外にも算
入できる期間があります。この受給資格期間が25年に満たないと老後の年金を受けられません。

第3号被保険者に該当する立場にあっても、きちんと届け出されていないと未納扱いとなり、
受給資格期間に算入できません。結果、老後の年金が受けられないということにもなりかねません。

年金受給年齢が近づいたら？

年金相談のご案内年金相談のご案内
社会保険庁では、次の年金相談を行います。

年金相談受付時間の延長

《実施事務所》
小倉南社会保険事務所、保険課船員保険係、北九州年金相談

センター、年金電話相談センター（092‐435‐1165）

※年金電話相談センターでは、ご相談内容によっては一部お答えでき

　かねることもありますのでご了承ください。

《実施日》
※月曜日が祝日の場合は、火曜日となります。

※２月28日（月）は、システムの都合により午後５時までの受付です。

●年金相談の受付時間を午後7時まで延長します。

17年２月 7日（月）・14日（月）・21日（月）

17年３月 7日（月）・14日（月）・22日（火）・28日（月）

土・日の年金相談

《実施事務所》
小倉南社会保険事務所（年金相談センター除く）

《実施日》

●午前9時30分～午後4時まで年金相談を行　
ないます

17年２月 19日（土）・20日（日）

17年３月 12日（土）・13日（日）

※ご相談の際は、「年金手帳」「年金証書」をお持ちください。
※代理の方がご相談されるときは、「委任状」が必要です。

社会保険庁福岡社会保険事務局

老後の年金を受けるためには最低でも25年の
保険料納付が必要です

受給資格期間 ＝ ＋ ＋ ＋保険料を納めた期間
第3号被保険者とし
て届け出済みの期間

＋ ≧
第2号被保険者期間（厚生年金
や共済組合などの加入期間）

海外在住期間など
（カラ期間）

保険料納付を免除され
た期間や納付特例期間

25年
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不安に思うことがあったら
福岡県消費生活センター　０９２－６３２－０９９９　または
吉富町役場　産業経済課　０９７９－２４－４０７２　までご相談ください。

ホットな消費者ニュースホットな消費者ニュース
～あなたの地域に危ない商法～

　水質の検査に来たと訪問業者に、コップに水を入れ試薬を入れて色が変わるのを見せられ、『こんな水を飲んでいた

ら健康に良くない』と言われ浄水器や活水器を買わされた。

　また、以前購入した布団のメンテナンスやクリーニングに来たと言って訪問した業者に、『布団にカビが生えてい

る』と言われて高額な布団を買わされた。あるいは、床下の点検と称して訪問した業者に、床下に潜り込んで、『床下が

腐っている』『白蟻がいる』『放っておくと家が倒れる』など、偽りの写真を見せられて不安になり、床下工事や白蟻駆除

の契約をしてしまった。しかし、事実ではなかったので解約したいという相談が多く寄せられています。�

　突然の訪問販売で面食らうことの多い消費者心理につけ込んで、『点検』等巧みな話術でセールスするので、消費者

が契約金額や内容を十分に理解・納得しないまま契約してしまうようです。�

　このような業者が訪問した時は、慎重に対応し、必要がない場合はキッパリと断るように心がけましょう。

点検商法に気を付けて！！

 架空請求の手口は、ますます巧妙化していますが、最近では『電子消費者未納利用料請求最終通達書』と書かれたハガ

キが不特定多数の人に送られるという事例がありました。『期日までに連絡しないと裁判所へ出廷となり、強制執行

し、給与・財産を差し押さえる』など、不安をあおる文言が並んでいます。しかし、決して連絡しないでください。連絡す

ると、巧妙な話術と脅しで、次々とお金をしぼり取られることになります。�

　架空請求を無視していたら、悪質業者に少額訴訟を起こされて敗訴してしまったという事例が最近ありましたが、

この場合、裁判所からの通知はハガキでは来ないこと、裁判所から来たように思われる封書が届いたら、裁判所の電話

番号を電話帳などで、確認してから電話すること、間違っていたら無視すること、を覚えておいてください。

裁判所からの通知は、ハガキで来ることはありません。

吉富町高脂血症予防教室のお知らせ吉富町高脂血症予防教室のお知らせ吉富町高脂血症予防教室のお知らせ

　 皆さんは、総合健診や職場の健診で、血

液中のコレステロールや中性脂肪が多い

といわれたことはありませんか?　血液中

のコレステロール等が高い状態を『高脂血

症』といい、初期は自覚症状がありませんが、

動脈硬化が進行すると、心臓病や脳卒中な

どの危険な状態になってしまいます。

　今回の教室で、あなたの食生活、運動等

の生活習慣を見直してみませんか。� 

◆参加費用　無　　料

◆申し込み　２月９日(水)までに

　吉富あいあいセンターに連絡してくだ

さい。

　吉富あいあいセンター　　23－9900

吉富あいあいセンター回 日　時 内　　容

1
2月10日（木）

9：30～11：30

講義「動脈硬化予防について」　町保健師
栄養学習「脂肪をためない食生活」　栄養士立川由美子先生
体脂肪測定

2
2月16日（水）

9：30～11：30

運動学習「運動の必要性」

　　　　　　　　　　　健康運動指導士　渡辺　玲子　先生

体脂肪測定

3
2月23日（水）

13：30～15：30

運動学習「いつでも どこでも貯筋体操」

　　　　　　　　　　　健康運動指導士　渡辺　玲子　先生

体脂肪測定

4
3月3日（木）

9：00～10：00

血液検査

個人相談

体脂肪測定

5
3月10日（木）

13：30～15：30

栄養学習「あなたの食生活は大丈夫ですか？」

　　　　　　　　　　　栄養士　立川　由美子　先生

体脂肪測定

6
3月23日（水）

9：00～11：30

低脂肪食の調理実習・試食

閉講式
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吉
富
町
体
育
協
会
主
催
の
「
第
十

五
回
吉
富
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
」
が
昨
年
の
十
二
月
五
日
、
吉

富
町
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
女
性
の
部

　
優
　
勝
　
ビ
ク
ト
リ
ー
Ａ

　
準
優
勝
　
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｚ
Ｙ

　
３
　
位
　
ビ
ク
ト
リ
ー
Ｂ

●
小
学
生
の
部

　
優
　
勝
　
デ
ビ
ル
ス
コ
ー
ピ
オ
ン

　
準
優
勝
　
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
ゴ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ッ
シ
ュ
２

　
３
位
　
田
ぐ
輪
子

女
性
の
部
・
優
勝
チ
ー
ム

▲

小
学
生
の
部
・
優
勝
チ
ー
ム

▲

第
15
回
吉
富
町
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
15
回
吉
富
町
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
15
回
吉
富
町
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

「キッズフェスティバルin吉富」開催のお知らせ
　吉富キッズクラブの発表会として「キッズ

フェスティバルin吉富」を開催いたします。作

品の展示やステージ発表など、子どもたちの

取り組みの成果をぜひご覧になってください。

　子どもも大人も誰でも参加できますので、

たくさんのご来場をお待ちしています。

■主　催　キッズフェスティバルin吉富実行委員会
　　　　　吉富町教育委員会

■期　日　平成17年3月5日（土）、6日（日）

■展　示　平成17年3月1日（火）～7日（月）

■会　場　吉富フォーユー会館・吉富小学校

～5日（土）～
開会式典【フォーユー会館前広場】

アトラクション『午前の部』【フォーユー会館】
　◆作品展示【1階ホワイエ】
　◆茶道教室『お茶会』【3階もくせいの間】10：00～11：00
　◆囲碁教室『子ども囲碁名人戦』【1階町民ホール】
　◆陶芸体験コーナー【フォーユー会館前広場】
　◆ステンシル体験コーナー【3階研修室3、4】

昼食【武道館前】
　◆ジュニアリーダーがお店を出します
　◆昼食後、小学校へ移動します。

アトラクション『午後の部』【小学校】
　◆ソフトバレーボールゲーム【体育館】
　◆卓球ゲーム【体育館】
　◆ファミリーバドミントンゲーム【体育館】
　◆ゲートボールゲーム【グラウンド】
　◆フリスビーゲーム【グラウンド】

9：00

9：30

12：00

13：00

～
～

～
～6日（日）～

ステージ発表『午前の部』【フォーユー会館大ホール】
　①カルチャーキッズ『バンド教室』
　②カルチャーキッズ『手話教室』 〈手話コーラス〉
　③インターナショナルキッズ『ダンスコース』
　④J'spirit 〈歌、ダンス〉
　⑤吉富キッズクラブ指導者紹介と各種表彰

昼食【武道館前】
　◆食進会と子どもたちが『うどん』と『おにぎり』を
　　作ります

ステージ発表『午後の部』【フォーユー会館大ホール】
　⑥カルチャーキッズ『ブラスバンド教室』
　⑦芸能キッズ『神楽教室』
　⑧スタンプラリー抽選会
　　◆1日目の『スタンプラリーアトラクション』の
　　　抽選会をします。
　⑨合唱
　　◆風～忍たま乱太郎エンディングソング～

『キッズフェスティバルin吉富』終了

10：00

12：00

13：00

15：00

～
～
～

1日目は、ジュニアリーダーが『J'spirit』というお店を出し、ホットドッグ・サンドイッチ･コーンポタージュ・コーヒ
ー・オレンジジュースを1つ20円で販売します。なお、売上金は義援金として新潟県中越地震の被災者へ寄附しますの
で、ご理解とご協力をお願いします。2日目は、食進会のみなさんと子どもたちで、うどんとおにぎりをつくり、無料で
配ります。
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�

　
三
菱
ウ
ェ
ル
フ
ァ
ー
マ
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
毎
週
土
曜
日
に
練
習
し
て

い
る
「
吉
富
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
」
（
代
表
・
守
口
澄

良
・
小
犬
丸
上
）
の
児
童
た
ち
二
十

六
人
が
、
昨
年
の
十
二
月
十
一
日
、

苅
田
町
に
あ
る
西
日
本
工
業
大
学
の

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
員
た
ち
と
合
同
練

習
を
し
ま
し
た
。

　
大
学
生
の
試
合
を
見
学
し
た
り
、

指
導
を
受
け
た
り
し
て
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

吉
富
町
立
吉
富
小
学
校
三
年

　
わ
た
し
の
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
二
年

前
に
ガ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
何
度
も

大
手
じ
ゅ
つ
を
く
り
か
え
し
ま
し
た
。

な
か
な
か
よ
く
な
ら
な
く
て
、
み
ん

な
、
と
て
も
心
配
し
ま
し
た
。
じ
い

ち
ゃ
ん
の
家
に
行
っ
て
も
、
じ
い
ち

ゃ
ん
が
い
な
い
時
は
、
さ
み
し
く
な

り
、
な
み
だ
が
で
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。
　
七
か
月
た
っ
て
、
や
っ
と
、
じ
い

ち
ゃ
ん
の
た
い
い
ん
が
き
ま
り
ま
し

た
。
「
や
っ
た
あ
」

と
、
心
の
中
で
、
わ
た
し
は
、
ば
ん

ざ
い
を
し
ま
し
た
。
び
ょ
う
い
ん
に

い
た
時
は
、
わ
た
し
と
お
母
さ
ん
が

お
見
ま
い
に
行
く
と
、
い
つ
も
、

「
家
に
帰
り
た
い
。
も
う
帰
り
た
い
」

と
、
言
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
た
い
い
ん
し
た
じ
い
ち
ゃ
ん
の
、

六
十
さ
い
の
た
ん
生
日
の
お
い
わ
い

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
年

は
、
「
か
ん
れ
き
」
と
い
う
、
と
く

べ
つ
の
年
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　
一
週
間
前
か
ら
、
家
族
一
人
一
人

が
、
心
を
こ
め
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
考

え
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
は
、
じ
い
ち

ゃ
ん
に
、
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
も
ら
お

う
と
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
ソ
フ
ァ
ー

を
買
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
は
、
ソ

フ
ァ
ー
に
ぴ
っ
た
り
の
赤
い
ク
ッ
シ

ョ
ン
と
カ
バ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
お

兄
ち
ゃ
ん
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
の
顔
を

か
き
ま
し
た
。
と
て
も
じ
ょ
う
ず
で
、

じ
い
ち
ゃ
ん
が
そ
こ
に
い
る
よ
う
で

し
た
。
弟
は
ま
だ
四
才
な
の
で
、
わ

た
し
が
手
つ
だ
っ
て
、
お
り
紙
で
、

首
か
ざ
り
と
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
作
り

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
た
ん
生
日
の
日
、
し
ん

せ
き
の
人
た
ち
が
、
集
ま
っ
て
、
お

い
わ
い
の
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
さ
い
し
ょ
に
、
一
人
一
人
が
、
じ

い
ち
ゃ
ん
に
、

「
お
め
で
と
う
」

と
、
い
っ
て
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
わ
た

し
ま
し
た
。

　
ご
ち
そ
う
を
食
べ
な
が
ら
、
わ
た

し
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
の
顔
を
見
ま
し

た
。
す
る
と
、
じ
い
ち
ゃ
ん
の
目
か

ら
、
な
み
だ
が
ど
ん
ど
ん
、
こ
ぼ
れ

て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
、
ご
ち
そ
う

を
食
べ
る
の
を
や
め
ま
し
た
。

　
さ
い
後
に
、
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
、

み
ん
な
に
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

「
こ
う
や
っ
て
、
生
き
て
い
る
の
が

う
れ
し
く
て
、
み
ん
な
に
と
て
も
か

ん
し
ゃ
し
て
い
る
」

と
、
真
っ
黒
な
顔
を
、
く
ち
ゃ
く
ち

ゃ
に
し
て
言
い
ま
し
た
。
み
ん
な
も

わ
た
し
も
、
だ
ま
っ
た
ま
ま
、
は
な

を
、
「
ズ
ー
ズ
ー
」
い
わ
せ
な
が
ら

な
き
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
に
、
お

手
紙
を
わ
た
し
ま
し
た
。
手
紙
に
は
、

こ
う
書
き
ま
し
た
。

　
は
た
ら
く
こ
と
が
大
好
き
な
じ
い

ち
ゃ
ん
。
い
つ
も
、
ユ
ン
ボ
に
の
っ

て
真
っ
黒
け
。
ま
だ
ま
だ
、
ご
は
ん

を
い
っ
ぱ
い
食
べ
ら
れ
な
く
て
、
ガ

リ
ガ
リ
な
じ
い
ち
ゃ
ん
。
そ
ん
な
、

が
ん
ば
っ
て
い
る
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、

わ
た
し
は
、
大
好
き
で
す
。
わ
た
し

も
、
じ
い
ち
ゃ
ん
に
ま
け
な
い
よ
う

に
、
が
ん
ば
り
ま
す
。
で
も
、
じ
い

ち
ゃ
ん
は
、
あ
ん
ま
り
が
ん
ば
ら
な

く
て
い
い
よ
。
も
っ
と
、
自
分
の
体

を
大
切
に
し
て
、
ゆ
っ
く
り
し
て
ね
。

わ
た
し
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、
生
き

返
っ
て
く
れ
た
だ
け
で
、
と
っ
て
も

う
れ
し
い
で
す
。
　
け
い
こ
よ
り

　
じ
い
ち
ゃ
ん
に
わ
た
し
た
ら
、
ま

た
、
顔
を
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
し
て
な

き
ま
し
た
。

小
学
生
が
大
学
生
と

楽
し
く
テ
ニ
ス
の
練
習

堤
　
恵
子

生
き
返
っ
た

じ
い
ち
ゃ
ん

わがまち・ふるさと
トピックス
わがまち・ふるさと
トピックス

▲楽しく練習した後、大学生と一緒に！

　この度、体育館の改修工事をおこないますので、
平成17年２月、３月の２ヶ月間（予定）は体育館の
使用はできません。
　大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願い
します。
　　　　　　　　　吉富町教育委員会　教務課
　　　　　　　　　　２２－１９４４

吉富町体育館改修工事の
お知らせ
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吉
富
町
・
新
吉
富
村
・
大
平
村
に

よ
る
「
平
成
十
七
年
築
上
東
部
三
ヶ

町
村
合
同
消
防
出
初
式
」
が
、
一
月

十
八
日
の
午
前
十
時
か
ら
新
吉
富
村

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
出
初
式
は
、
吉
富
町
長
の
開
式
の

こ
と
ば
で
始
ま
り
、
新
吉
富
村
長
が

「
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
」
を
拝
読
し

た
後
、
大
平
村
長
に
よ
る
各
消
防
団

の
観
閲
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
吉
富
町
消
防
団
関
係
の
表

彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

［
福
岡
県
消
防
協
会
表
彰
］

　
金
馬
簾
　
　
　
　
吉
富
町
消
防
団

　
優
良
団
員
　
　
　
　
　

　
　
　
丸
谷
　
晴
己
（
第
３
分
団
）

　
　
　
高
瀬
　
正
直
（
第
３
分
団
）

　
　
　
向
野
　
信
也
（
第
１
分
団
）

　
永
年
勤
続
一
〇
年

　
　
　
山
本
　
一
彦
（
第
３
分
団
）

　
　
　
向
野
　
倍
吉
（
第
１
分
団
）

　
　
　
矢
頭
　
則
行
（
第
２
分
団
）

　
永
年
勤
続
一
五
年

　
　
　
江
河
　
厚
志
（
第
２
分
団
）

　
　
　
松
永
　
人
司
（
第
１
分
団
）

　
　
　
佐
藤
　
芳
和
（
第
３
分
団
）

　
　
　
下
畑
　
　
悟
（
第
３
分
団
）

　
永
年
勤
続
二
五
年

　
　
　
村
田
　
剛
一
（
第
３
分
団
）

　
　
　
梅
津
美
智
夫
（
第
１
分
団
）

　
永
年
勤
続
三
〇
年

　
　
　
木
藤
紀
一
郎
（
第
３
分
団
）

［
福
岡
県
民
火
災
共
済
表
彰
］

　
分
　
団
　
第
３
分
団

　
個
　
人
　
是
石
利
彦
（
本
　
部
）

　
吉
富
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
（
小
原
壽
会
長
）
主
催
の
「
第
三

十
七
回
新
春
た
こ
あ
げ
大
会
」
が
一

月
十
日
（月）
、
山
国
川
河
川
敷
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
子
ど
も
会
対
抗
の
コ
ン
テ
ス
ト

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
か
っ
こ
い
い
で
賞
》

　
①
鈴
熊
　
②
喜
連
島
　
③
今
吉

《
あ
が
っ
た
で
賞
》

　
①�

幸
子
上
　
②
界
木
　

　
③
小
犬
丸
下

第
37
回
新
春

た
こ
あ
げ
大
会

天
ま
で
あ
が
れ
！

築
上
東
部
三
ヶ
町
村

合
同
消
防
出
初
式

出
初
式
の
出
発
式
を
行
う

吉
富
町
消
防
団

▲

か
っ
こ
い
い
で
賞
１
位
の

鈴
熊
子
ど
も
会

▲

あ
が
っ
た
で
賞
１
位
の

幸
子
上
子
ど
も
会

▲

　吉富町教育委員会では、今年も来る４月より生涯学習講座・スポーツ教室の受講生を募集いたします。それに
伴い募集のチラシを配布いたしますが、そのチラシに受講生（生徒）募集の記事を掲載する方を募っております。
詳細は下記のとおりですので、掲載希望の方は教育委員会まで原稿をお持ちください。

　●講座内容：自主文化講座／小学生スポーツ教室／町民スポーツ教室　の３講座
　●掲載内容：◇講師名　◇開講日　◇開催日（毎週○曜日、など）　◇時間　◇会場　◇対象　◇問い合わせ先
　●締め切り：３月１日（火）
　※お問合せ先　吉富町教育委員会（　２３‐５００６）

「平成17年度生涯学習講座・スポーツ教室　案内」への掲載希望者募集について
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Issue 5

　みなさん、こんにちは！近ごろは本当に寒いですね。吉富町に来る前に私は「九州はヨーロッパより南、北アフリカと同

じ緯度にあるのでイギリスより暖かいだろう」と思いました。夏はそうでしたが、冬はイギリスと同じぐらいの寒さです。

今年の元日に白馬から帰ってきた時に雪が多く降っていたことで本当に驚きました。

　雪が徐々に溶けて、色々な新年会に招待いただきました。そして、成人式にも参加しました。成人式のないイギリスで育

った私には初めてのイベントでした。すばらしい着物と成人者の温かさに喜びました。

Pancake　Dayの紹介。

　さて、イギリスには、クリスマスと新年の後、３・４月のイースター（復活祭）まで大きい祭りはありませんが、イースター

の前にLentという40日間の断食があります。その40日間の前の火曜日はShrove Tuesdayという日です。伝統的に、キリスト

教徒はレントの前の日に罪を懺悔（ざんげ）するために教会に行きます。フランス語では、Shrove　TuesdayのことをMardi 

Gras（脂肪の火曜日）といいます。ブラジルや他の国々ではマルディ・グラの方が有名で大きな祝いがあります。現在、イギ

リスではShrove Tuesdayとは Pancake Day（パンケーキデイ）といわれています。なぜPancake Dayになったのでしょうか。

Pancakeの紹介。

 英語のPanとはフライパンという意味で、Cakeとはケーキという意味です。つまり、Pancakeというのはフライパンで作る

ケーキのことです。普通のケーキと同じではないですが、うすく焼いたホットケーキと似ています。イギリスのパンケーキ

はアメリカのパンケーキよりうすくて大きく、フランスのクレープと同じようなものです。

なぜPancakeの日？

　伝統的にレントの間は肉・卵・脂肪の多い料理を食べられないので、その前に家にある脂肪、卵、牛乳などを食べてしまう

ためにパンケーキを作って食べました。

　パンケーキの作り方はお好み焼きの作り方と似ていて、難しくないです。しかし、イギリス式でパンケーキを作ると、ち

ょっと苦労します。パンケーキの下は茶色になりますが、上はまだ生なので裏を焼くためにパンケーキを裏返します。お好

み焼きと同じように道具を使って裏返すことが出来ますが、イギリスでは大体投げあげて裏返します。いわゆるPancake 

TossingとはPancake Dayに人気の活動です。

Pancake Raceとは？

　伝説によると、1445年にイギリスのオルニー村でパンケーキを作っていた主婦が教会に遅れたので、フライパンを持っ

たままで教会まで走りました。その翌年のPancake Dayにオルニー村の他の主婦たちが一緒にパンケーキを作りながら教

会まで走りました。オルニー村や他の村には、まだPancake Race（パンケーキ競争）というイベントがあります。それはパン

ケーキを作る競争ではなく、パンケーキを投げあげて裏返しながら走る競争です。

　私は５歳の時に初めてPancake Raceに参加しました。そして毎年必ずパンケーキデイにパンケーキを作っています。今

年のパンケーキデイは2月8日（火）ですが、吉富町の住民

にイギリスの吉例を紹介したいので、27日（日）にパンケ

ーキデイイベントをします。パンケーキを作ったり、パン

ケーキレースで走ったりすることを一緒に楽しみましょ

う！

ニューイヤー

シュローヴ チューズデイレント

Shrive マルディ

グラ

パン

トッシング

パンケーキ レース

　パンケーキデイイベントを下記のとおり開催します。
　どうぞ、参加してください！

■日　　時　2月27日（日）　10時30分　受付

■内　　容　パンケーキを作り、パンケーキレース（競走）
　　　　　　を行います。

■対　　象　吉富町の方

■場　　所　吉富フォーユー会館 調理室、吉富町武道館

■定　　員　20名（先着順とします）

■持ってくるもの　エプロン

■受付期間　2月7日（月）～2月18日（金）�      

■申込方法　住所、氏名、電話番号を電話または　　　　
　　　　　　フォーユー会館窓口でお申し込みください。

■申 込 先　吉富町教育委員会（フォーユー会館内）
　　　　　　　２２－１９４４または２３－５００６

パンケーキデイ参加者の募集

▲クリスマスコンサートの様子
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英会話教室、フランス語教室の
生徒を募集します

英会話教室、フランス語教室の
生徒を募集します

英会話教室、フランス語教室の
生徒を募集します

2月から再びマークさんの英会話教室、フランス語教室を開催します。
みなさん、どうぞご参加ください。

■会　　場　　吉富フォーユー会館３階　会議室２
■受付期間　　2月7日（月）～2月15日（火）　※先着順�
■申込方法　　住所・氏名・電話番号を電話またはフォーユー会館窓口でお申し込みください。
■申 込 先　　吉富町教育委員会（フォーユー会館内）　　２２－１９４４または２３－５００６

原則として水曜日

（第1回目は2月23日〔水〕です）

2回目は3月2日（水）、3回目は3月16

日（水）…とつづきます

詳しくは授業内で説明します。

19：00～20：30

吉富町民もしくは町内就業者で18

歳以上の方

英会話を通してスピーキング、リス

ニングの向上をはかります。

20名（先着順です）

（最小催行人数5名）

●日　　程

　（予定）

●時　　間

●対　　象

●内　　容

●募集人数

英会話教室
原則として水曜日

（第1回目は2月16日〔水〕です）

2回目は3月9日（水）、3回目は3月30

日（水）…とつづきます

詳しくは授業内で説明します。

19：00～20：30

吉富町民もしくは町内就業者で18

歳以上の方

初歩的なフランス語や会話、また習

慣や文化なども学びます。

15名（先着順です）

（最小催行人数5名）

●日　　程

　（予定）

●時　　間

●対　　象

●内　　容

●募集人数

フランス語教室

《奨学金の申し込み要領》

◆奨学金の借入資格

①本人または世帯主が本町に2年以上在住し、他

の奨学金を受けていない者

②高等学校または大学等に進学または在学する

者で、学費に困窮している者

③身体強健、学業優良、品行方正、志操堅実な者

◆申し込み期限　平成17年４月28日（木）まで

◆申し込み用紙

　吉富フォーユー会館内、吉富町教育委員会・教務

課に用意しています。

◆奨学金の貸付額

①高等学校・高等専門学校１学年から３学年まで、

専修学校高等課程（修学年限２年以上）

　１人月額…１８，０００円

②短期大学・高等専門学校４学年から５学年まで、

専修学校専門課程（修学年限２年以上）

　１人月額…４４，０００円

③大学（４年制）

　１人月額…４４，０００円

◆問い合わせ先

　吉富町教育委員会・教務課　　２２－１９４４

平成17年度吉富町奨学金の奨学生を次の要領により募集します。

吉富町奨学金奨学生を募集吉富町奨学金奨学生を募集
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◆対 象 者　　吉富町在住の20歳以上の方
　　　　　　　（以前受講した方についても申込みできますが、定員

を超す場合は初めて受講する方を優先させていただ
きます。）

　　　　　　　※ワープロ等の文字入力ができる方

《エクセル初級講座》

◆講座内容　　表計算ソフトの基本的な操作と表集計等

◆開催日時　　２月17日（木）・18日（金）
　　　　　　　午後１時30分～午後３時30分（1日2時間の2日間）

◆申し込み受付期間
　　　　　　　２月３日（木）から２月15日（火）
　　　　　　　午前８時30分から午後５時まで
　　　　　　　　　　　　　　（ただし、土日祝日は除く）

《ワード中級講座》

◆講座内容　　ワープロソフトを使用した文書等の作成

◆開催日時　　２月24日（木）・25日（金）
　　　　　　　午後１時30分～午後３時30分（1日2時間の2日間）

◆申し込み受付期間
　　　　　　　２月３日（木）から２月17日（木）
　　　　　　　午前８時30分から午後５時まで
　　　　　　　　　　　　　　（ただし、土日祝日は除く）

パソコンに触れてみよう!
生涯学習講座「パソコン教室」
の受講生を募集します。

　墨色の濃淡で表す水墨画は、日本的な美しさにあふれた
魅力ある絵画です。
　初心者や絵に自信のない人にもたいへん取り組みやす
いものです。
　水墨画を初めて描く人が水墨画の楽しさにふれ、作品を
描ける喜びが得られる教室です。皆さんのご参加お待ちし
ています。

[主　　催]　吉富町教育委員会

[開催日時]　2月25日(金)　10時00分～12時00分

[場　　所]　吉富フォーユー会館　３階　研修室３

[内　　容]　初心者の水墨画

[講　　師]　吉富町大字幸子885－２
向野　義明　氏

[募集人員]　20人　(先着順とします。)
※町内在住で18歳以上の方。ただし、学生は　
除く。

[最小催行人員]　
　10人（10人未満の場合は開催しません。）

[持参するもの]
　①参加費　500円（当日徴収します。）
　②下敷き（半紙サイズ）
　③絵皿（代用品：直径15cm程度の洋皿１枚）
　④筆洗い（代用品：直径10cm程度のバケツ型の器）

[受付期間]　２月７日(月)から２月21日(月)まで
(午前８時30分から午後５時まで)
ただし、土曜日・日曜日・祝祭日は除く。

[申込方法]　電話又はフォーユー会館窓口でお申込みく

ださい。

[申し込み先及び電話番号]
　吉富町教育委員会　教務課(吉富フォーユー会館内)
　電話番号　２２－１９４４　又は　２３－５００６

初心者の水墨画教室のお知らせ

◆場　　所　　吉富フォーユー会館　３階　パソコン教室

◆定　　員　　各講座20名（先着順とします。）

◆受 講 料　　無料（ただし、テキスト代として200円必要となり
ます。）

◆申し込み　　吉富町教育委員会（吉富フォーユー会館内）
　　　　　　　吉富フォーユー会館窓口にてお申し込みくださ

い。都合で申し込みに来られない方は、電話受付
をいたします。

◆問い合わせ　吉富町教育委員会　　22‐1944

家庭教育講演会のお知らせ家庭教育講演会のお知らせ家庭教育講演会のお知らせ
　近年、子どもをとりまく環境は急激に変化しています。とりわけ少子化に伴い、大人と子どもの関係が大き

く変わってきています。

　この社会環境のなか、あえて子どもが沢山の、大家族を望む家庭があります。講師の岸さんのご家庭は、夫婦

ともに子どもが大好きで、現在、7男3女、12人の大家族です。

　「どうせやるなら楽しくやらなくちゃ」をモットーにした、

大好きな家族との賑やかな生活の話を通じて、『「家庭とは？」

「幸せとは？」』を考えてみませんか。

　入場は無料です。皆様のご来場をお待ちしています。

講　師：岸信子さん

演　題：「７男３女の子育て日記」

日　時：平成17年２月９日（水）13時30分から

場　所：吉富フォーユー会館　２階研修室

入場料：無料

主　催：吉富町青少年育成町民会議

　　　　（吉富フォーユー会館内　２３－５００６）

全
員
集
合
し
た
岸
さ
ん
一
家

▲
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２
０
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９
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６
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９
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〃

中
央
町

宮

本

整

形

外

科

〃

豊
田
町

大

堀

ク

リ

ニ

ッ

ク

2
・
27

八
　
屋

矢

鳴

医

院

2
・
11

山
　
田

梶
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ク
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科
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科
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〃

下
池
永

サ
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科

〃

牛
　
神

和

田

胃

腸

科

内

科

　福岡県では、毎年、女性海外研修事業「女性研修の翼」を実施
しています。
　「女性研修の翼」は、海外での研修を通して視野を広げ，女性
問題に関する意識を高めるとともに、研修成果を地域活動に
還元することにより、豊かな福岡県を築くことを目的に行っ
ているものです。
　今年度は、平成16年10月17日から10月24日の８日間、カナダ
とアメリカを訪問し、福祉・女性の人権コースと経営・労働コ
ースに分かれて女性問題、福祉、教育等の関連機関・施設の視
察や女性が起業した企業の訪問、現地女性との交流を行って
きました。
　今回の研修成果を県民の皆さんにご報告するために、下記
のとおり報告会を開催いたします。
　皆さんの多数のご参加をお待ちしています。

■問い合わせ先
　福岡県女性海外研修事業「女性研修の翼」実行委員会事務局
　　　　　　　　（福岡県生活労働部男女共同参画推進課内）
　　　０９２－６４３－３３９１

福岡県「女性研修の翼」報告会

開　催　日　時 会　　場

平成17年3月5日（土）
13：30～15：30

ウィズゆくはし　研修室2・3・4
行橋市大字中津熊501番地の1
　0930‐23‐8888

（日時および会場）

参加申込みは不要です。いずれも参加無料。

　福岡県では、郊外と都心部との住み替えを橋渡しするための相談・情
報提供窓口として、「福岡県あんしん住替え情報バンク」を（財）福岡県
建築住宅センター内に開設しました。
　詳しくは、「福岡県あんしん住替え情報バンク」のホームページをご
覧ください。

http://sumikae-bank.jp
お問い合わせ先：（財）福岡県建築住宅センター　　（092）725‐0896

「福岡県あんしん住替え情報バンク」のお知らせ
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福岡県介護保険広域連合介護保険嘱託員
採用試験実施のお知らせ

　福岡県介護保険広域連合豊築支部では平成17年4月1日付採用の介護保険嘱託員採用試験（第１次試験）を下記のとおり実施い
たします。

 記

○１次試験日　平成17年２月27日（日） ９時50分～　※２次試験については1次試験合格者に通知

○勤務場所　豊築支部　福岡県豊前市大字八屋1702‐５

○勤務内容　介護保険に関する訪問調査（但し、必要に応じ介護認定審査会及び介護保険に関するその他の業務に従事していた
だく場合があります。勤務時間は、週29時間以内とし、８時30分から22時までの間において、勤務日（土・日曜日を含む）
及び勤務時間を割り振ることがあります。）

○受験資格
　（1）年 齢   昭和30年4月2日以降に生まれた者
　（2）資 格　介護支援専門員実務研修受講資格試験合格者（以下「介護支援専門員合格者」という。）保健師、看護師、准看護師、介

護福祉士、社会福祉士のいずれかの資格を有する者で、自家用車（二輪車を除く）による調査活動が可能な者。
　（3）次のいずれかに該当する者は受験できません
　　　・成年被後見人又は被保佐人
　　　・禁錮以上の刑に処せられ、その執行が終わるまで、又はその執行を受けることがなくなるまでの者
　　　・日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他
の団体を結成し、又はこれに加入した者

○採用予定者数　若干名

○試験の方法　・第１次試験は、介護保険に関する知識等についての筆記試験（択一式）
　　　　　　　・第２次試験は、人柄等についての面接による試験
　　　　　　　※ 介護支援専門員合格者については、第１次試験が免除になります。

○試験会場　豊築支部   福岡県豊前市大字八屋1702‐5

○採用期間　平成17年４月１日～平成18年３月31日まで

○報　　酬　月額２００，０００円

○申込用紙（試験案内）の請求
　　福岡県介護保険広域連合本部、豊築支部および吉富町役場健康福祉課窓口に請求してください。（平成17年２月１日（火）から
配布）

○受験手続　申込用紙に必要事項を記入し、資格者証等の写しを添付のうえ、吉富町役場健康福祉課窓口へ提出してください。

○受付期間　平成17年２月７日（月）～平成17年２月18日（金）まで　9：00～17：00（土曜、日曜、祝祭日を除く。）

○問い合わせ
　　・福岡県介護保険広域連合本部　　０９２‐６４３‐７０５５　福岡市博多区千代４‐１‐27 福岡県自治会館３階
　　・豊築支部　　　　　　　　　　　０９７９‐８４‐１１１１　福岡県豊前市大字八屋1702‐５   
　　・吉富町役場健康福祉課　　　　　０９７９‐２４‐１１２３　福岡県築上郡吉富町大字広津226‐１

　野鳥を捕獲することや飼うことは、鳥

獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律

により原則として禁止されていますので、

ご注意下さい。

　なお、「メジロ」と「ホオジロ」については、

１世帯にいずれか１羽に限り、市町村長

の許可を受けて捕獲をし、かつ、市町村長

の登録を受けた場合にのみ飼うことがで

きますので、希望される方は手続きが必

要です。

問い合わせ先：産業経済課

（　２４－４０７２）

野鳥を捕獲して飼うには、
捕獲許可と飼養登録が必要です
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短
　
歌

川
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親と子のなやみ相談窓口親と子のなやみ相談窓口

■日時　平成17年２月22日（火）～23日（水）
　　　　９時から16時30分まで

■会場　福岡県精神保健福祉センター
　　　　春日市原町３丁目１-７
　　　　　　　（JR春日駅、クローバープラザ南）

■相談電話番号

　　　　　092‐592‐7867
　　　　＊2/22～23の間の臨時電話です。
　　　　＊面接の事前予約もできます。
　　　　　　　　　　　（TEL092‐643‐3388）

■相談内容
　○しつけ、児童虐待などの子育ての不安
　○いじめ、友だち関係など学校の不安
　○ひきこもり、不登校、非行、薬物の悩み
　○進学、進路や将来についての不安や悩み
　○その他、子どもに関する様々な相談に応じます。

■相談窓口一覧
　●児童相談所　●精神保健福祉センター
　●子どもホットライン24　●親・おや電話
　●少年サポートセンター

■問い合わせ先
　福岡県生活労働部青少年課（指導係）
　　092‐643‐3388

悩みを持つ青少年たち、子育てに悩んでいる保護者の方、まずは一度電話してみませんか。
面接による相談も行います。いろんな分野の専門のスタッフが相談に応じます。

・・・・・・・

な や む な

秘
密
厳
守
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福岡県小児救急医療電話相談のお知らせ福岡県小児救急医療電話相談のお知らせ

地　域 病　院　名　等
短縮番号

（プッシュ回線対応）
専用電話番号

（ダイヤル回線、携帯も可）

北 九 州 地 域
小児救急センター
（北九州市立八幡病院内）

０９３－６６２－６７００

０９２－７２５－２５４０

０９４２－３７－６１１６

０９４８－２３－８２７０

福 岡 地 域
福岡市立こども病院・
　　　　　　感染症センター

＃8000
筑 後 地 域 聖マリア病院

筑 豊 地 域 飯塚病院

　夜間における小児患者の受診が増加していますが、その多くは軽症な
患者で、自宅での療養や翌日昼間にかかりつけ医に診てもらうことで対
応が可能なケースも多くあります。
　この問題の背景としては、保護者の育児に関する経験不足からくる不
安や身近に相談者がいないことなどが指摘されています。
　このため、昨年10月30日（土）から、365日（毎日）、夜間の小児患者が多い
準夜帯（19時～23時）に、小児（子ども）の急な病気、ケガなどに関する電話
相談を行なっています。
　相談に対しては、看護師又は必要に応じて小児科医が適切な助言を行い、
また、相談者の身近な場所で夜間に診療が受けられる医療機関の情報も
提供することで、保護者の不安を軽減するとともに、症状に応じた適切な
医療を受けられるように図ります。

●相談内容　小児の救急医療（病気、ケガ、薬、応急処置など）に関すること。

●相談対応者　看護師又は必要に応じて小児科医が相談を受ける。

●事業システム
　　24時間体制で小児科医が配置されている県下４箇所の病院に専用電話を設置し、＃8000（県下同一の短縮
番号）若しくは専用電話番号により、相談に応します。
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三種混合予防接種日程表

　糖尿病は、放置すると合併症を引き起こし、日常生活に障害をきたすた

め、糖尿病の重症化と合併症を防止することが重要です。

　患者さんがよりよい生活が送れるよう、糖尿病合併症予防教室を開催し

ます。

＊ 場　所　行橋総合庁舎　4階大会議室
＊ 対象者　糖尿病患者、周囲の支援者（家族、ホームヘルパーなど）
＊ 受講料　無料
＊ 申込先　京築保健福祉環境事務所健康対策課健康増進係
　　　　　担当　原田和子
　　　　　TEL 0930-23-2690　FAX 0930-25-4896

糖尿病合併症予防教室

日　時 内　容

2月10日（木）
　14：00
　　～16：00

講義

「糖尿病食は健康食!あなたにもできる食事療法」

　講師：京築保健福祉環境事務所

　　　　　　　　　　　管理栄養士　原田　和子

2月17日（木）
　14：00
　　～16：00

講義「日常生活の注意点いろいろ」

　講師：やまうち内科クリニック

　　　　　　　　　　　看護師　渡邊　啓子　先生

１
回

２
回

実施
唐原内科クリニッ 東病院 佐本外科・整形外科医院 中山内科医院

　22‐0782 　22‐2219 　25‐2225

7（月） 8（火）
9（水） 8（火） 9（水）

7（月） 8（火）
10（木）

　23‐5623

H17
2月

7（月） 8（火）
9（水）

13：30～15：00
17：00～18：00 14：00～17：30 14：00～17：30 15：00～18：00

実施
時間

親子ふれあい運動教室のお知らせ親子ふれあい運動教室のお知らせ親子ふれあい運動教室のお知らせ

日　時

場　所

対象児

　子どもにとって、からだを使った遊びは運動の面から考え
ると、平衡感覚、機敏性、器用性などの運動能力を育てるのに
とても大切です。
　でも、一番大切なのは子どもと一緒になって楽しみ、遊びを
ふくらませてあげることです。ぜひ、参加して親子で楽しい時

間を過ごしてみませんか。

　　　２月25日（金）
　　　午前10時30分～午前11時

　　　吉富町武道館

　　　1歳以上の幼児とその保護者

※ 寒くない服装でおいでください。


